








【要約】:東京都の三歳児健診における聴覚検査の成績と問題点を著者の外来を訪れた三

歳児健診例の精密検査成績も含めて分析した.その結果、検査法よりもむしろ健診を行な

う側に問題が多くて難聴が見逃されている例が少なくないことを指摘した.この解決には、

聴覚検診および言語障害児を扱う心理相談員に、難聴および難聴児についての知識の普及

が不可欠であることを強調した.一方コンピュータによる判定法の案出もこの問題の解決

方法として検討に価することを述べた.


